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スリランカの紅茶農園地域における障害児の教育
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InSriLankaeducationofchildrenwithdisabilitiesinTnmilmediumschoolswasbehindthoseinSinhala

mediumschoolsmainlyduetothelackoffOrmalteachertraininginTnmilmedium,whichwasbegunonlyinthe

2000,s・ThepulposeofthepにsentresearchistoidentifythepresentsituationofTnmilmediumspecialunitsfOr

childlcnwithdisabilitiesattachedtothe「egularschoolinthethrCeeducationaIdivisions,allintheteaplantation

areas,oftheHattonEducationZone・Italsoaimsatclarifyingthe妃asonsfortherecentopeningsofthesespecial

unitsintheareafiomasocialdevelopmentperspective・Fbu「schoolsoutofeightschoolswiththespecialunits

intheareawerevisitedandabriefquestionnai1℃surveywascollectedlTomteachersofallthespecialunits

exceptone、

Itwasfbundthat（１）allthespecialunitswerEopenedafiertheyearof2000，（２）typesofdisabilityand
theagerangeofthestudentwerediverse,（３）atleasthalfofthetotalnumberofstudemwasabsentatthetime

ofthevisit,(4)mostschoolswe妃typelABorlCschoolsintherespectiveareasltwassuggestedthatspecial
unitsintheareaactuallyplayedthemleofprovidingnotonlywithprofessionalattentiontowardstheir

disabilitiesorspecialeducationalneedsbutalsowithspaceinwhichchildrenwithdisabilitiesfeelacceptedand

protected・Somereasonslbrtherapiddevelopｍｅｎｔｓｏｆｔｈｅｓｐｅｃｉａｌｕｎｉｔｉｎｔｈｉsparticularareaincludethe

fbllowing：（１）increasedopportunitieslbrteacherstobequalifiedinspeciaIeducation，（２）theeffbrtsofan

educationpersonnｅｌｉｎｔｈｉｓａ1℃awhoaremotivatedtoworktowaldspromotingspecialeducationthroughsome

trainingsshegotinthel99０，s,whichwereconductedbythegovemmentagency,partlysupportedbyafbreign

aidagency,ItwasconcludedthatspecialunitsｗｅにthedoortothespacefbrrCceivingeducationalopportunities

tochildrCnwithdisabiIitieswhoaredisadvantagedbecauseofboththeirdisabilitiesandlheirethnicity．

keywords：SriLanka,T1eaPlantation,ChildrenwithDisabilities,SocialDevelopment,SpecialＵｎｉｔ

ジアの島国スリランカの教育後進地域をとりあげ，障

害児の教育の近年の変化について社会開発の観点から

考察を試みるものである．

1．問題と目的

1．緒言

開発途上国における障害児の教育は，当該国の教育

省ではなく社会福祉省が管轄することが多い．このこ

とから推察されるように，公立学校制度の中では障害

児が教育の場を得るのは容易ではない．それ故に障害

児への教育普及は，学校教育への参入を目指すだけで

は十分にその目的に到達することはできない．それに

加えて社会開発'１の観点から当該地域の空間的状況と

いう文脈の下で障害児への教育機会提供の促進につい

て検討する必要があると思われる．本研究では，南ア

2．紅茶農園地域と教育

スリランカといえば，セイロン紅茶を思い浮かべる

人も多い．日常何気なく飲まれている紅茶はスリラン

カの中央高地を中心とした農園（Plantation）で栽培・

収穫され，英国等でラベルを貼られ全世界に輸出され

るほか，日本にも直接輸出されている21．

スリランカの他の地域から紅茶農園地域に入ると視

界に入るのは緑の茶畑だけになる．主に女性労働者が

農園でプラッキング（茶摘み）に従事している．プ

(51）
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3．夕ミル語話者である障害児の教育

前述したように，スリランカの教育指標は経済指標

に比して高い．しかしながら万人への教育の機会提供

による基礎教育普及という国際的な課題について，障

害児に焦点をあてて検討するとどうであろうか．

高い就学率に隠されてはいるが，実際には学齢児で

あっても就学していない子どもは学年を追うごとに増

加する．障害児もその例にもれず，さまざまな事情か

ら多くの子どもが就学できないでいる．また小学校に

入学しても，テスト向けの暗記が主となっている学習

形態（JayaweeraJ999）に適応できず，その後数年で
ドロップアウトやリピーテイング（落第）する生徒の

相当数を障害児が占めていることは容易に推測される

(Furuta,2006)．

就学していない学齢の障害児が存在することは，ス

リランカの障害児の教育が近隣諸国と比べて特段に不

備であることを意味するのではない．むしろ，スリラ

ンカはこれまで諸外国の援助を受け，公立学校にスペ

シャル・ユニット（特殊学級）を設置するという統合

教育を，少なくとも量的には着実に進めてきた．また

視覚障害児，聴覚障害児については社会福祉省管轄の

民間の盲・聾学校がその教育の一翼を担ってきた．そ

れでもなお，教育の機会が与えられていない障害児が

残されているということである．

スリランカの障害児の教育を振り返ると，ほとんど

はシンハラ語話者の障害児の教育の歴史であったとい

える5)．１９１２年の最初の盲・聾学校の設置以降スペ

シャル・スクールの中でタミル語が用いられていたの

は北部の英国国教会系の盲・聾学校，及びムスリム団

体が設立した学校のみであった．

１９７０年代から公立学校にスペシャル・ユニットが

設置されるようになったが，タミル語使用校では一部

のムスリム校への例外的な設置が見られた他には，北

部lﾄﾄ|，東部州に設置されたのみであった．後者につい

ては実態の把握は困難である．

公的機関による特殊教育教員養成は1970年代にシ

ンハラ語使用の教員養成学校（TbacherTTaining

College）のうちの１校で始まったが，近年までタミル

語話者を対象とする教員養成は実施されないままで

あった．その他,］990年代からは各州が短期教員養成

を行ってきた（古田・セートウンガ，2000）ため，各

州の実態に合わせてタミル語による研修がどの程度の

範囲で実施されたかについて実情は十分に明らかにさ

れていない．

2002年からは中等教育修了者を対象とする教員養

成カレッジ（NationalCollegesofEducation）が専門教

員の主たる養成機関となった．その中で2005年に初

めてタミル語話者を対象とする特殊教育コースが２つ

ラッキングは労働時間が決められてはいるが，ノルマ

として１日の収穫重量が課せられている重労働である

(磯邊，2006)．農園労働者はライン・ハウスと呼ばれ

る粗末な長屋に居住する．農園内にはメディカル・ア

シスタントが常駐するクリニックと無料託児所

(Creche）があり，労働と生活が同じ農園内で営まれ

る閉ざされた空間を形成している．

スリランカの紅茶産業を支えてきたのはインド・タ

ミル人と呼ばれ，現在では人口の5.5％(85万5千人)醜

を占める人々である．イギリス植民地時代のインド・

タミル人の紅茶農園への組織的移住，及び独立後の社

会的立場の変化については，川島（2006）が民族関

係の歴史という視点から分析している4)．

スリランカで過去20年余り続いている民族紛争は，

インド・タミル人ではなく北部州，東部州のタミル人

過激派組織と政府軍による戦闘，テロである．しかし

ながら川島（2006）によれば，この内戦の兆候は，

独立後の政府のシンハラ・オンリー政策に対応した，

中央高地におけるインド・タミル人の排斥や度重なる

暴行事件に遡って見ることができる．

一般にスリランカは，経済指標に比較して教育指標

や保健指標等の人間開発指標が高いことでよく知られ

ている．しかしながら，これを教育の国内格差という

視点から見ると，北部州，東部州の民族紛争地域の他

に，教育提供が遅れている地域がある．その1つが中

央高地の紅茶農園地域である．

SivasithambaramandPeiris(1994）は，就学率その他

の教育指標において，国全体とインド・タミル人では

顕著な差が見られると指摘した．さらに彼らは紅茶農

園地域の学校教育の問題点として，「僻地の農園部門

学校（PlantationSectorSchool）における教員の定着

率の低さ｣，「紅茶農園出身の教員の数が少なく，同じ

タミル人であっても方言が違う場合もあり，農園地域

のインド・タミル人の文化を理解しない｣，「教員だけ

でなくすべての専門職員（校長，主事等）が不足して

いる」といった点をあげている．農園部門学校とは，

ゴム，ココナツ及び紅茶農園地域にある学校であり，

従来は各農園が運営していたが,1977年以降州政府に

より運営される公立学校となった．中央州，ウーワ州，

サバラガムワリト|，西部州，南部州及び北西部州に見ら

れる（MinistryofEducation,2006)．

一方川島（2006）は，近年では紅茶農園地域にお

いても中等教育修了者の割合が1995年で全体の３分

の１にまで急速に増加したと述べている．その結果，

多くの若者が紅茶農園を出るようになったが，農園と

いう共同体から外に出ることで紅茶農園出身者への差

別に直面する場合もあることを指摘している．
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県は，中央州（CentralProvince）の３つの県

(District）の１つである．その中にアンバガムワ区

(AmbagamuwaDivision）があり，その人口は20万４

千人である7i・アンバガムワ区では教育事務所はハッ

トン市におかれている．スリランカ最大の都市である

コロンボからハットン市へは，幹線道路を使って車で

２，３時間を要する．

以下ではハットン市にある教育事務所が管轄する地

域（Zone）をハットン管内と呼ぶ`'・ハツトン管内は，

さらに４つの地区に分かれている．そのうち３つの地

区（ハットン都市地区，マスケリヤ地区，ポガワンタ

ラワ地区）では主にタミル語が用いられ，１地区では

シンハラ語が用いられている．ハットン管内には140

校の学校があるが，そのうち主にタミル語を使用する

地区にあるのが106校，主にシンハラ語を使用する地

区にあるのが34校である．

本研究では，主にタミル語を用いる３つの地区の公

立学校（州立学校）に設置されたスペシャル・ユニッ

トを分析の対象とする．スリランカの公立学校には教

育省が直接管轄する教育レベルの高い国立学校

(NationalSchool）と各州が運営する州立学校

(ProvincialSchool）とがあるが，ハットン管内の公立

学校はすべて州立である．

またスリランカの公立学校には対応する学年の幅に

より，以下の４つの型が見られる．すなわち，１ＡＢ型

(１３学年まであり最後の２学年で理系のコースもある)，

ＩＣ型（１３学年まであるが最後の２学年で理系のコー

スがない)，２型（１０学年まで)，３型（5学年まで）で

ある9)．図Ｉにハットン教育管内'0)，農園部門学校，

商業活動の中心地である西部州コロンボ県及び国平均

の教員養成カレッジに開設された．これ以外に国立教

育研究所（NationallnstituteofEducation）は1990年代

から多様な教員研修の場を提供してきた.2003年から

は特殊教育デイプロマ（免状）コースを実施してい

る`)が，ここでは教員だけでなく親や福祉関係者など

を対象としており，2004年からはシンハラ語だけでな

くタミル語によるコースも開講されている．

Furuta（2006）は，近年までタミル語による正式な

教員養成機関が設立されなかったことが，スリランカ

における障害児の教育機会を高める上で障壁となって

いることを指摘した．換言すれば民族的少数者である

タミル語話者である障害児の教育は，教員養成制度の

遅れにより，さらに北部州，東部州については政治的

不安定さ故に，これまで取り残されてきた領域である

といえる．

しかしながらこのような不利な条件にもかかわらず，

近年タミル語校においてスペシャル・ユニットが次々

に開設されている地域がある．中央高地の紅茶農園地

域のハットン教育事務所管内である．

３．本研究の目的及び方法

本研究では，これまで公教育における障害児への教

育の機会が提供されなかった，中央高地の紅茶農園地

域のハットン教育事務所管内に焦点をあて，近年の障

害児の教育の発展の実態を明らかにし，発展の理由に

ついて社会開発の観点から若干の考察を加えることを

目的とする．

紅茶農園地域の障害児に関する研究はほとんど見ら

れないが，Ybkotani（2001）は南部州ゴール県のシン

ハラ人の紅茶農園地域におけるスリランカ国内の有力

NGO（非政府組織）であるサルポダヤ（Sarvodaya）

によるＣＢＲ(地域に根ざしたリハビリテーション）に

関する研究を行っている．

本研究では,2006年及び2007年に紅茶農園地域を訪

問した.2006年には４校の学校を訪問し関係者への面

談調査を行った.２００７年にはハットン管内の特殊教育

教員の研修会場において，同管内特殊教育担当者の協

力を得て簡略化された質問紙調査（口頭での質問に対

する用紙への回答の記入）及び関係者への面談調査を

行った．質問項目への回答はタミル語及び英語で記入

されていたので，タミル語部分については研究協力者

に英語への翻訳を依頼した．

ハットン管内

農園部門学校

コロンボ県

全国

0％２０％４０％６０％８０％１００％

因１AB枚■１C校□２型校■３型校

図ｌ学校型の分布

注]）農園部門学校は中央州ヌワラエリヤ県内の当該校で

ある．

注２）コロンボ県は西部州にある．

ｌｊｉ３）総数は，ハットン管内140校，磯圃部門学校293校，

コロンボ県４１０校，全国9723校である．

注４）ScoolCensusSummaryinCentralProvince(2006）及び

ScoolCcnsus,Minislryo｢Education(2005)より作成．

Ⅱ．ハットン管内における障害児の教育

1．ハットン管内の概要

紅茶農園で知られるヌワラエリヤ（NuwaraE1iya）
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茶農園地域に位置する２校のうちの1校であるが，も

う1校（ｃ校）では学校訪問時に教員が不在であった．

なお，訪問した４校に農園部門学校は含まれていな

かった．

障害種別及び家庭の職業の分類については，特段に

調査者からの指示はせず当該校の教員による分類に

従っている．表Ｚから明らかなように，ハットン管内

のスペシャル・ユニットは，これまでスリランカの他

の州や県で一般的に見られるような，「知的障害ユ

ニット」と「聴覚障害ユニット」を主とする障害種別

ユニットとは異なり，多様な障害や教育的ニーズのあ

る生徒を受け入れる場となっている．

各学校のスペシャル・ユニットを担当する教員は１

人である．それに対して生徒の人数は７人から１２人

(表l）である．これだけの人数の多様なニーズを有

する生徒全員に対して十分な指導を行うのはほとんど

不可能であろう瞳:．

しかしながら実際には，学校訪問当日にＡ枝では登

録されている１２人中６人が，Ｂ校では１２人中８人が

欠席していた．また，出席していた生徒の中には重度

の知的障害や移動上の困難を伴う肢体不自由，多動の

ような行動上の課題をかかえる生徒は見られなかった．

スペシャル・ユニットに就学しているのは，視覚障害

や聴覚障害を除けば，学習遅滞（SlowLeamer）の子

どもや比較的軽度の知的障害の子どもが就学している

と推察される．

以上のような実態から，当管内のスペシャル・ユ

ニットが障害のある生徒が障害に配慮した専門的な教

育を受ける場として，あるいはむしろそれ以上にこの

ような生徒が教育機会を得るための「居場所」として

機能していることが示唆された､i・

上述したような低い出席率の理由としては，家庭か

らの送迎の問題が考えられる．スペシャル・ユニット

が主に地域の拠点校であるIAB校,ＩＣ校に設置されて

いるため家庭からの距離があり，多くの場合保護者が

送迎する必要がある．昼過ぎに終わる学校への出迎え

は，性別を問わず労働に従事する保護者にとって負担

であることが推察される．またＢ校では欠席者８人中

２人は健康上の問題によるものであることを教員が把

握していた．スペシャル・ユニットへの出席率の低さ

は他の地域でもしばしば見られることであるが，その

実態についてさらに調査することで障害児の就学に関

わる課題が明らかにされると思われる．

Ｂ校の校長への面談調査では，希望者の多いlAB校

であるため一般生徒の入学希望者は公正に選抜してい

るが，スペシャル・ユニットについては希望者を全員

入学させているという聞き取りが得られた．また教員

が不在だったｃ校の校長からは，スペシャル・ユニッ

の学校型の分布を示す．

図ｌより，学校型の分布としては，ＩＡＢ校の比重が

他よりも大きいコロンボ県と，３型校の比重が大きい

ヌワラエリヤ県の農園部門学校が両極に位置するとす

れば，ハットン管内の分布は両者の中ほどに位置して

いる．しかしながら，中等教育修了資格を得るために

必要な12,13学年の学習の場を提供する学校型である

ｌＡＢ校及びｌＣ校が全国平均よりはやや少ないという

特長を示している.Ｚ型や３型校に就学した場合であっ

ても，第５学年で実施される全国統一試験で高成績を

あげることにより,ＩＡＢ型やlＣ枚への転入の道は開か

れている．しかしながら２型,３型校では全体的な教育

の質が低いため，このような例は多くは見られないこ

とが推測される．

歴史的に紅茶農園に学校（ライン・スクール）がつ

くられたという経緯があるため（Sivasithambaram

andPeiris,1994)，図ｌの農園部門学校には小規模の学

校が多いと思われる．今回の調査対象であるスペシャ

ル・ユニットが付設された学校の名称では，ミッショ

ナリーに由来すると思われるものの他，「オズポーン｣，

｢テイエンテイン」など紅茶農園に由来する学校名も

見られる（Bにckenridge,2001)．

2．ハットン管内における障害児の教育

最初に，ハットン管内におけるスペシャル・ユニッ

トの概要について表］に示す．

表ｌより，ハットン管内でスペシャル・ユニットを

設置している学校は１校を除いてｌＡＢ校及びＩＣ校で

あることから，地域の拠点校にスペシャル・ユニット

を設置する傾向があることが明らかになった．これは

スリランカの他の地域にも同様に見られる傾向である．

すべてのスペシャル・ユニットが2000年代に入って

から開設されている

表ｌに記した８校の他３校に，スペシャル・ユニッ

トは設置されていないが特殊教育教員研修を受けた教

員（3人）がおり，調査当日の研修にも参加していた．

州教育事務所ではこれらの３校についても，管内で特

殊教育を行っている学校の中に含めている!':、このこ

とは従来のようなスペシャル・ユニットに限定された

特殊教育からの顕著な変化であるととらえられる．こ

れらの学校での特殊教育のあり方，あるいは専門教員

の役割については，スリランカにおけるインクルーシ

ブ教育への流れと関わる重要な課題だと思われるが，

その実態の解明については今後の課題としたい．

次に，学校訪問を実施した４校のうち十分な情報収

集が可能であった２校のスペシャル・ユニットの生徒

の実態について表Zに示した．Ａ校はハツトン市街地

に位置していた２校のうちの1校であった．Ｂ校は紅
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表Ｉハットン管内のスペシャル・ユニットの概要（2007年）

注2)＊は農園部門学校を意味する

注3)使用言語のＴはﾀﾐﾙ語を,Ｓはシンハラ31mを意味する．

注4)学校の生徒数は概数である．

注5)一は無配入を意味する．

注6)セントメリーズ･タミル高等学校は,2006年の学校肪問時可のデータである．

表２スペシャル・ユニットの生徒の概要 タミル人が労働に従事する紅茶農園地域が広がる．し

かしながらタミル語使用校のスペシャル．ユニットの

開設はこれまでのところ他の地域では見られていない．

ハットン管内ではなぜこのような特殊教育の急速な発

展が可能であったのか．

第一の理由としては，前述したようにタミル語での

教員養成・研修の場が開始．拡大された点があげられ

る．ハットン管内の特殊教育担当教員は全員が州政府

の実施する短期教員養成，または国立教育研究所が開

始したデイプロマコースを受講していた．しかし，研

修機会を得るだけではスペシャル．ユニット開設には

不十分である．当該学校の校長がスペシャル．ユニッ

ト開設に前向きになる必要がある．

そこで第二点として，校長とともにスペシャル．ユ

ニット開設に関わる業務を行う管内教育事務所の特殊

教育担当者の活動があげられる．教員に対する質問紙

調査では，「スペシャル．ユニットの開設のきっかけ」

についての質問項目を設けていた．それに対して，回

答者全員が同管内の特殊教育担当者を，それに加えて

１人は校長と特殊教育教員（回答者自身）をあげた．

以下で，スペシャル・ユニット開設にあたって要と

しての役割を果たした同管内特殊教育担当者Ｄ女史の，

これまでの研修・職務経験について検討する．Ｄ女史

への面談調査から，研修経験については,1990年代初

頭に開催された「タミル人熟練教員を対象とした障害

児教育研修」及び「障害児教育コア教員研修｣，また

1990年代後半に開催された「特殊教育学士コース」

がＤ女史にとって現在の業務につながる重要な研修

だったという聞き取りが得られた．前者の２つは短期

… 士
士
亡
号
字
斤

＝̄

トの生徒が通常学級に転入するよう奨励しているとい

う聞き取りが得られた小'１．今後必要と考える研修・設

備についてＡ校の校長は，「トイレ付きの教室の増設｣．

｢教員研修」をあげ,Ｂ枝の校長は「教室」及び「ビデ

オなどの教材」をあげた．スペシャル・ユニットにお

けるトイレの設置については，スリランカの学校での

トイレ設備の不足（斉藤，2007）に関連してこの地域

に限らず喫緊の課題となっている．

Ⅲ、ハットン管内の障害児の教育一社会開発の観

点からの検討一

ハットン管内と同じヌワラエリヤ県には，インド．

所在地 学校名 型
使用

言語

学校

創立年
生徒数

(人）

スペシャル･ユニット

開設年
生徒数

(人）

年齢

(歳）
ハットン ハイランド･カレッジ

セント･ジョン･ボスコズ･カレッジ

1ＡＢ

IＡＢ

「

Ｔ・Ｓ

1812

1948

２０００

1500

2001

2002

1０

1１

5－１４

5-16

ディコヤ オズボーン･タミル学校＊ Ｚ Ｔ 1943 1０５ 2007 ，

マスケリ

ヤ

セントヨセフ･タミル高等学校

ルコンベ･タミル学１交＊

ナラツトウニール･タミル高等学校＊

IＡＢ

ＩＣ

ＩＣ

丁

Ｔ

Ｔ

1940

1952

1400

825

2002

2006

2006

８

６

７

7-18

5-12

７－１３

ボガワン

ﾀラワ

セントメリーズ･タミル高等学校

ティエンティン高等学校＊

IＡＢ

IＣ

Ｔ

丁

１９３１

1９１３

1800

630

2002

2005

１２

８

6-12

7-14

学
校

型
年齢

(歳）

障害の

種類

人
数
幻

家庭０

職業

〕

人
数
幻
！

Ａ lＡＢ 8－１７

視覚障害

聴覚障害

知的障害

ダウン症

学習遅滞

不明

0

２

３

３

３

１

運転手

小売業

無記入

５

２

３

２

Ｂ lＡＢ ６－１２

視覚障害

聴覚障害

知的障害

学習遅滞

重複障害

３

２

３

３

１

1２
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たことがあげられよう．地域での啓発活動の実態と課

題について今後さらに明らかにする必要がある．

研修である．一方「特殊教育学士コース」は２年間に

わたり週末や学校休業期間を利用して行われた．これ

らの研修はいずれも，スウェーデンの政府援助機関

(SwedishlnternationalDevelopmentCooperation

Agency:SIDA）の人的・財政的支援を受け国立教育
研究所または教育省が実施した．1990年代はＳＩＤＡが

国立教育研究所などに対して援助を実施していた時期

である．Ｄ女史が以上のような研修の場を得，国内外

の関係者と交流する中で得られた現状改革に向けた洞

察，エンパワーメントまで視野に入れるならば，上記

の研修の影響は無視できないだろう．

Ｄ女史の職務経験については，小学校教員から小学

校の指導主事（InserviceAdvisor）へ，続いて特殊教

育指導主事に任命されている．自らが最初の特殊教育

教員となり，その後さらに指導主事として管理的業務

を行う立場に立つことで特殊教育の発展に向けた直接

的な活動が可能になった．Ｄ女史の研修・職務経験か

ら，ある地域で核となる教員を養成することが一定程

度効果的であることが示唆された．

Ｄ女史の活動は，前述したように外国援助機関の支

援を受け関係機関が実施した研修が当該関係者の動機

づけの遠因と見ることができよう．すなわち，「外部

者による意図的なはたらきかけ」により「当事者が主

体的に」実行した例としてとらえられることができる．

外国による援助の長期的な影響という観点から見ても

興味深い

ハットン管内で見られた障害児の教育の公教育の中

での進展は，多くは今から９０年ほど前に移住しやが

て定住者になったインド・タミル人というエスニッ

ク・マイノリテイの中で，二重に教育の場から排除さ

れてきた障害児に対して，公立学校内にスペシャル・

ユニットという教育空間を開いていった過程であると

とらえられる．これはある地域に限って見られた現象

で，全体から見れば規模の小さい変化ではあるが，紅

茶農園地域の障害児及びその養育者や関係者にとって

はその意義は大きいと思われる．

教員への調査において「地域社会との連携の有無」

について尋ねた．これに対して９人中２人から農園の

クリニックのメディカル・アシスタントとの連携が，

２人からライオンズクラブやＮＧＯとの連携があげら

れた．前述した障害児の健康問題とも関わり，紅茶農

園における障害児の教育の今後のあり方を検討する上

での示唆となると思われる．

最後に，今回の調査では十分に検討できなかったこ

とであるが，ハットン管内での障害児の教育の発展の

背景には，川島（2006）が指摘するような紅茶農園

地域の教育レベル全般の向上，さらにテレビ等のマス

コミを通じて障害者に対する理解の変容が見られてい

Ⅳ．要約と今後の課題

スリランカではタミル語を使用する学校における障

害児の教育はシンハラ語校のそれと比べて遅れてきた．

その主な理由は教員養成制度の遅れにあった．本研究

の目的は，ハットン教育管内の３つの地区で，公立学

校に設置されたタミル語を使用するスペシャル・ユ

ニットの現状を明らかにし，さらに当該地域でのスペ

シャル・ユニットの近年の急速な発展の背景について

検討することであった．これら３つの地区の多くは紅

茶農園地域に位置する．

現地調査では学校訪問，質問紙調査及び関係者への

面談調査を実施した．スペシャル・ユニットの現状に

ついては,(1)学校の多くは中等教育終了までの課程を

有する地域の拠点校であること,(2)スペシャル・ユ

ニットが2000年以降に開設されたこと,(3)生徒の障

害種と年齢幅が多様であること,(4)学校訪問時に生徒

の半数あるいはそれ以上が欠席していたことが明らか

になった．スペシャル・ユニットが障害のある生徒に

とって専門的な教育を受ける場として，さらにそれ以

上に，学校教育の中での「居場所」として機能してい

ること，一方でスペシャル・ユニットに登録しても健

康問題，通学上の困難などの理由により通学が容易で

はないことが推察された．

当該地域における近年のスペシャル・ユニットの発

展を支えた要因としては，タミル語を使用する教員の

ための障害児教育研修の場の拡大,1990年代の研修等

により動機づけられた1人の管理的立場にある専門教

員の果たした役割についての示唆が得られた．

紅茶農園地域の障害児の教育に関する今後の課題に

ついて，以下に２点を記す．小規模の農園部門校では，

障害が「発見」されないまま通常学級に教育の場を得

ている障害児や特別な教育的ニーズのある子どもが多

くみられるであろう．このような生徒たちは，どのよ

うに学級で適応しているのか，あるいはどのように脱

落しているのか，インクルーシブ教育との関わりで究

明すべき課題である．

もう１点は，第一の課題に関連するがハットン管内

で教育提供を受けていない学齢障害児の実態を明らか

にし，教育提供への方策を検討することである．数校

にスペシャル・ユニットが設立されたことは，同管内

の一部の障害児の教育的ニーズを満たすようになった

ことを意味する．学校教育の枠を離れ，紅茶農園地域

というコミュニティという枠で広く問題を検討する必
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要があるだろう． 管理下に移された．これによりシンハラ人が監督責

任者や労働者として入ることが堀えた．その一方で

インド・タミル人労働者の組合繩筬化が進み権利獲

得に向けた活動が進められたが，それを好ましく思

わないシンハラ人の暴力にさらされる事態も発生し

た.１９８０年代に中央高地から５０万人がインドに帰還

し,７万５千人がスリランカ北部や東部のタミル人地

域に移住した．現在ではインド・タミル人のあいだ

で，中央高地を故郷と見なし「高地タミル人」と自

らを規定する動きも強まっている．

５）スリランカの障害児の教育史の概要については，古

｝Ⅱ（2003）を参照されたい．

６）Ｎａ(ionnIInsti[uteofEducation発行の'11}子"DipIomain

SpeciaIEduca【ion，,にコース概要が記されている（出

版年は明記されていない)．それによれば，本コー

スはｌ年制で毎月最初の２週の週末に開講される．

７）、epanmenlofCensusandSlalistics,ＧｏｖｅｍｍｅｎＩｏ｢SI-i

Lanka．（前掲）

８）行政区分と教育事務所の管轄区域は異なる．

９）Minist｢ｙｏ「Educa【ion，GovemmcntofSI-iLanka・

ＰにscnlEduca【ionSys【emandManagemenIS【mctuに．

htlp:〃ｗｗｗ/moe/gov/1k/moduIesphp?name=ConlenI＆

ｐａ=showpagc＆pid=７

]O）SchooICensusSummaryinCenlralProvince（2006)．

EducationOnice,CentraIProvince、

１１）SpccillIEducationStatisticsinCentralProvince(2007)．

（シンハラ語）

12）教働へのlirllII紙調査から，１校にのみボランティア教

員がいることが明らかになった．

13）教育の機会を得る「居場所」としてのスペシャル・

ユニットの機能に関する検討は，別稿で行いたい．

14）Ｃ校では2005年にスペシャル・ユニットの生徒１３人

のうち,４人を通常学級に転入させたという聞き取り

が校長から得られた．
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注

l）Midgley(1995）は社会福祉学との関わりから，「社会

開発とは，経済開発のダイナミックなプロセスとの

関連で，国民全体の福祉を向上させるように作られ

た計画的社会変革のプロセスである.」と述べてい

る．また，佐藤（2007）は開発学の観点から社会開

発に含まれる要素として，「経済開発ではない開発｣，

「個人よりも社会全体を対象とする｣，「潜在能力の発

揮をめざす｣，「当事者の主体性｣，「外部昔による意

図的な働きかけ」の５点をあげている．

2）「日本のある欲ﾈ;|メーカーへの紅茶の輪１１}開始から

２０年がたった．その紅茶は（よく知られた名前の）

ペットポトルで売られている.」という「デイリー・

ニューズ紙」記ﾘﾄﾞに見られるように，スリランカの

紅茶は日本の生活の中に深く入りこんでいる.Japan‐

ＳｒｉＬａｎｋａにａ【mdegrowthappreciaIed・DaiIyNews，

Business,ｉ,Augusl27､2007.

3）スリランカ政府統計局の2001年のデータに依る．な

お同年，シンハラ人は1387万６千人（82.0％）スリ

ランカ・タミル人（北部州，東部州に多く居住する

タミル人）は７３２万千人（4.3％）であった．

DepartmenIofCensusandStatistics,GovcmmenlofSri

Lanka・http:〃ｗｗｗ・statislics,goMIk／

4）その要点をかいつまんで整理すると以下のようにな

る．イギリス植民地下広大な森林が私有地として農

園に変えられたが，その労働者としては南インドの

タミル地方の広範な地域に住み，カーストilill度のも

とで土地をもたない膿業労働者が導入された．これ

らのイントタミル人にはドノモア懸法（Iﾘ31ｲﾄﾞ）

により，他のコミュニティと同様に男女の普通選挙

権が与えられていたが，独立後1948年にシンハラ人

指導者により国籍と選挙権が奪われた．その後'964

年にはインド政府の介入でインド・タミル人にはイ

ンド国籍またはスリランカ国籍が与えられるように

なったが，最終的に希望者すべてがスリランカ国籍

を得るには２００３年まで待たねばならなかった．１９７２

年の土地改革法以降農園は国有化され，政府機関の

文献

B雁ckemidgaS.Ｎ・（2001）TheHilIsofParadise:British

EnteIPriseandtheSIorｙｏｆＰｌａｎｌａｔｉｏｎＧｍｏｗｔｈｉｎＳ｢i

Lanka・StamfbldlakePannipi【iya,SriLanka．

古}[|弘子・セートウンガ・プラサード（2000）スリ・

ランカにおける特殊教育教員養成一外国の援助

とのかかわりに焦点をあてて－．熊本大学教育学

部紀要，４９，人文科学，’59-168．

ililIl弘子（2003）アジアの障害児教育史(])一雨アジ

ア（スリ・ランカを中心に)．中村満紀男・荒111轡

（編）障害児教育の歴史．明石書店．156160．東京．

Fumta，Ｈ、（2006）ＴｈｅＰｒ己sentStatusofEducationof

ChildrenwithDisabiliticsinSriLanka：ImpIicallions

Ibrincにasingaccesstoeducation．、２Ｊ［ＷＪ"“２

ノＣｌ《"ｌａﾉα/・SpCciaﾉ“にα"｡"､43,6.555-565．

磯邊厚子（2006）労働と女性一スリランカ農園部の

プラッカーの女性たち－．国立女性教育会館研究



5８ 古田弘子

佐藤寛（2007）社会開発に込められる多様な期待．佐

藤寛＋アジア経済研究所開発スクール編箸，テキ

スト社会開発一貧困削減への新たな道筋，日本

評論社．1-15．東京．

SivasithambaramR・andPeiris,Ｋ、（1994）Theplantation

sectoreducationdevelopmentprogramme（PSEDP）

ｉｎＳｒｉＬａｎｋａ・Little，Ａ､，Hoppers，WEandGardner,Ｒ・

（eds.）BeyondJomden：Implementingprimaly

educationfOralLTheMacmillanPr巳ss,London，

YbkotanLK．（200]）Promotinginclusiveeducation

inNeluwa，ateaplantationareainSriLanka，though

thecommunitybasedにhabilitationproglummc・

UnpublishedMa5terofArtsthesis1Universityof

Sussex．

ジャーナル，10,95-100．

Jayaweera,Ｓ,（1999)Gender,education,development：Sri

Lanka､１，，.Heward＆Ｓ・Bunwaree（EdsjGcndeE

educationanddevelopment：Beyondacccssto

empowermentZedBooks,NewYbrk，173-188．

川島耕司．スリランカと民族一シンハラ・ナショナ

リズムの形成とマイノリテイ集団．明石書店．東

京．

Midgley，』．（1995）SocialDevelopmcnt：The

Developmenta］PerspectiveinSociaIWeIfare･Sagc

Publications・萩原康生訳（2003）社会開発の福祉学

一社会福祉の新たな挑戦一．旬報社．東京．

MinistryofEducaUon（2006）Pro91℃ssReporLPIallta[ion

SchoolsUnit，

斉藤ふくみ（2007）スリランカの学校における保健管

理と保健教育一中央州における学校訪問調査か

ら－．熊本大学教育実践研究，２４，］09-116.


